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図　アカマツ集成材の
　　曲げヤング係数と曲げ強度の関係

写真　曲げ試験の様子

岩手県産アカマツ集成土台の性能評価（Ⅱ）
- 曲げ強度 -

１．はじめに
　前号に続き、ラミナ等級及び積層数の異な

るアカマツ同一等級構成集成材を試作し、そ

の曲げ強度性能を評価した。
２．実験方法
（１）供試材料（詳細は前号と同様）
　岩手県産アカマツ同一等級構成集成材を試

験に供した。集成材の断面寸法は105㎜角、

ラミナ等級はL80、L9 0、L1 0 0、L1 1 0の４

種類、積層数は２、３、４の３種類、ラミナ

厚は等厚とした。また、繰り返し数は３、全

試験体数は36とした。なお、全てのラミナ

において、節は除去しなかった。
（２）曲げ試験
　JA Sに準拠し、上部スパン420㎜、下部ス

パン189 0㎜で曲げ荷重を加え(写真)、曲げ

ヤング係数と曲げ強度を測定した。
３．結果と考察
　図に、等級、積層数別の曲げヤング係数と

曲げ強度の関係を示した。試作した36体の

集成材のうち35体で、基準値※を満たしてい

た。なお基準値を下回った１体（積層数:4、

ラミナ等級:L9 0）の破壊は大節で生じてい

たため、JA Sに準じて節を除去することで性

能はさらに向上すると思われる。
４．成果と今後の進め方
　アカマツ同一等級構成集成材は、一定の節

を除去し、等級L80以上のラミナを用いた場

合、JA Sの曲げの基準を満たすことが明らか

になった。今後は注入や接着性能等を評価す

る予定である。
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・基準値※：同一構成集成材における、曲げヤング係数と曲

げ強度の基準値は、積層数と等級により細かく規定されて

いる。詳細はJA Sを参照して下さい。


